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★どう予防する？農作業中の熱中症 
○農作業中の熱中症 

毎年、全国で約３０名の方が農作業中の熱中症で死亡されています！ 

死亡事故の多くは７～８月に発生しますが、まだ気温の高い９月以降も 

注意が必要です 

○予防のポイント 

①暑さを避ける ②こまめな休憩と水分補給 ③単独作業は避ける ④熱中症対策グッズの活用 

  ⑤熱中症の情報を収集する 

 

 

 

 

 

★集落の話し合い活動を支援します 

集落の話し合い「むらづくり活動」に取り組んでみませんか。 

市・県・ＪＡ・農業委員会などの関係機関がサポートします。 

【話し合い活動の議題の例】 

・荒れた農地が増えた  ・新しい特産品を作りたい ・農地を誰かに託したい 

・農地を大規模化したい ・草刈り作業ができない など 

 

）
あなたの問題意識、実は集落全体で対処すべき「地域課題」かも？ 

集まって話し合うのは、「いつか」ではなく、「今」です。 

 

【連絡先】東部農政事務所  ☎９５１－１０２０ 西部農政事務所  ☎６９３－９９１２ 

 

★総合農事センターでの試験栽培のご紹介 

栽培試験 内容 

竹パウダー 

施用試験 

 

小倉南区の竹でつくった「竹パウダー」を 

土壌中に投入して、効果を検証しています。 

（対象品目：大玉トマト、大葉春菊） 

食味が良くなったとの意見もあり、地元産の

土壌改良資材として期待されています。 

 

（→竹パウダーを投入土壌で栽培したトマト） 

試験の詳しい内容や結果は北九州市のＨＰで順次公開していきます。 

（ＵＲＬ：https://www.city.kitakyushu.lg.jp/san-kei/file_0517.html） 

総合農事センターでは野菜・花きの試験栽培（下水汚泥由来肥料の実用化試験など）や展示栽

培、農業研修を行っています。ぜひお気軽にお立ち寄りください！ 

【連絡先】 総合農事センター 園芸係 ☎９６１-６５４６ 

No.226 

６ 

 

北九州市産業経済局 

農林水産部農林課 

📞(093)582-2078 

【北九州市 LINE公式アカウント】 

受信設定から、「気象情報」 

を選択すると熱中症に関する 

情報をお知らせします。 



★ため池管理者の皆様へ～豪雨災害に備え低水管理を 

近年頻発している豪雨や台風等によるため池災害を未然に防止するためには、ため池の点検

及び維持管理を適切に行うことが欠かせません。 

ため池点検マニュアルを参考に、大雨が予想されるときには事前放流による水位の低下に、

ため池の水を利用しない非かんがい期は

落水や低水管理に努め、豪雨に備えてく

ださい。 

また、ため池内の流木、浮遊物等は余

水吐きの閉塞の原因となり、最悪の場合

はため池決壊につながる恐れがあります

ので、除去していただくようお願いしま

す。 

「ため池点検マニュアル 2020」 

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/files/000908799.pdf 

【連絡先】農林課 農業施設係（☎５８２－２０７８） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

地元でとれる農産物、海産物などの情報やニュースを発信中！ 

 

～～～地元いちばんホームページを見にきてね～～～ 
https://www.jimoto1ban.jp/ 

北九州市ホームページ https://www.city.kitakyushu.lg.jp       令和 6 年７月発行  

★豚熱ウイルス拡散防止にご協力をお願いします 

佐賀県唐津市において野生イノシシ２頭が家畜伝染病の豚熱に感染していることが令和６年６月６

日に確認されました。 

福岡県では豚熱感染は確認されていませんが、野生イノシシへの感染の可能性は否定できない状

況です。つきましては狩猟後の移動の際、自家消費用の解体時などにおいては、洗浄・消毒等の拡散

防止対策の徹底と、今後、豚熱に感染した野生イノシシが確認された場合は、当該区域(※)において、

ジビエ利用を目的とした捕獲は控えていただきますようお願いします。(※感染した野生イノシシが捕

獲された地点から半径 10km圏内の区域) 

また、死亡した野生イノシシを発見した場合はご連絡をお願いします。 

 

【連絡先】鳥獣被害対策課（☎582-2269、Fax582-1202） 

 

通常の満水位

事前放流や落水による低水管理

降雨前にあらかじめ水位を低下させておくことで、ため池決壊などの

リスクの低減と下流へ流出する水量の抑制が期待できます。

ため池の堤体

低水管理のイメージ

 

 

 

 

 

 

 

 

★アライグマが急増しています 

市内では特定外来生物に指定されているアライグマによる被害、相談が増えています。 

被害にあった場合、許可をとればご自身で捕獲ができます。 

一定の条件で小型箱ワナをお貸しすることもできますので、ご相談ください。 

また、アライグマの生息状況を把握するため、生息調査も行っています。 

アライグマを見かけた場合、その場所等についてお知らせください。  

                                          

【連絡先】鳥獣被害対策課（☎582-2269、Fax582-1202）                                          

https://www.city.kitakyushu.lg.jp/files/000908799.pdf

